
２００２．２ 
沖縄事前学習ＬＨＲのイメージ 
（１）沖縄の島の成り立ち 
   ・沖縄本島→伊江島も 
   ・慶良間諸島→座間味島、渡嘉敷島も 
   ・八重山諸島、宮古諸島→石垣島、宮古島、西表島 
     などの島を黒板に配置して（させて）位置を確認する 
     できればついでに南北大東島や与那国島（日本の最西端）も紹介すると沖縄県の 
     地理的な広さがわかる（沖縄一県で、本州＋四国＋九州の半分くらいの広さに散らばっている） 
   
     次に東アジアのなかの沖縄の位置を掲示して、「沖縄（那覇）からは東京よりも台北、上海、 
     マニラなどのほうが近い」ことを確認しておく 
 
（２）「沖縄県が日本一もっている施設はなんでしょう」 
   の質問をする。ヒントは「神奈川県は沖縄に次いで二位です」・・・答えは米軍専用基地 
   全国に１３５の施設があって、そのうち沖縄には３７基地、神奈川には１５基地ある。 
   （北海道にもかなりあるが使われている割合が低いのであまり比較にならない） 
   では「沖縄県の面積は、日本の国土の何％くらいですか」・・・答えは０．６％ 
   では「日本国内にある米軍専用施設のうち何％が沖縄にあるでしょう」・・・答え７５％ 
   （一位の沖縄県が２３０．８平方キロ、二位の神奈川県が２１．３平方キロ これも北海道 

は山梨静岡に土地だけはかなりあるが・・・） 
    沖縄全県で基地の占める割合は１０％、本島だけだと１８％、西太平洋最大の嘉手納基地 
    をふくむ嘉手納村は、実に８３％が基地） 
   →→沖縄の米軍基地の図を見せて、下記から適当に説明 

・北部演習場 米軍の日本最大の対ゲリラ訓練場 
       ヘリコプターの事故多発 
・キャンプシュワープ、キャンプハンセン 海兵隊の実弾射撃場 
・ホワイトビーチ 原潜の補給のための軍港 
・嘉手納基地  二本の滑走路を持ち１万五千人の軍人軍属が居住する空軍基地 
        朝鮮戦争、ベトナム戦争、湾岸戦争でも前線基地として使用 
        中には幼小中高、図書館、ゴルフ場、野球場、映画館、スーパー 
        マーケットだけでなく、大学もある。このような米軍支援施設で 
        ９０００人以上が生活している。 
 
「思いやり予算」 在日米軍駐留経費で日本政府が負担しているのが「思いやり 
         予算」で 2007 年度で 2000 億円（ちなみに那覇市の一般 
         会計は 1000 億円） 

 
 
東アジアのなかの沖縄の位置 の図を見せて、なぜ沖縄の基地がアメリカにとって 
大切かを「朝鮮」「ベトナム」との位置から再確認 



（３）沖縄の歴史へのクエスチョン 
    どうして沖縄には基地がたくさんあるのだろう 
    どうして沖縄出身の人が川崎や鶴見、ハワイなどに大勢いるのだろう 
    どうして沖縄から伝わったのにサツマイモというのだろう（1605 年伝来） 
 
   →ぼくたちの日本史の簡単な復習 
 
   ※沖縄は昔何と呼ばれていたか・・・答え琉球 
   ※１６世紀まで琉球はどういう国だったか・・・・・・・ 
     中国、日本、朝鮮、東南アジアとの中継貿易で栄えていた 
     →→別紙 海外交易図 を参照 中国との冊封（さっぽう）関係、進貢貿易 
 

※１６０９年琉球に侵略してきたのはだれか・・・・薩摩軍 
※その結果はどうなった・・・・薩摩の圧勝（戦国時代、鉄砲） 奄美諸島は薩摩へ 
               琉球は国としての形は保つが薩摩の支配下へ 
               （中国との形式的関係は維持、貿易の利益は薩摩へ） 
※ペリーは沖縄に先にきていた 1853 年那覇から浦賀へ 
※明治維新の時の廃藩置県は・・・・沖縄には他県に遅れて琉球藩ができたが、その後 
                 琉球を日本の一地方とすることを明治政府が命令 
                 尚泰王は東京へつれていかれ、琉球王国は消滅 
                 １８７９年  琉球処分 
※その後も沖縄だけは、税金や国会議員（参政権）などで、他の県とはあつかいが大きく 
ちがっていた・・・・明治政府も沖縄から利益をあげていた 

※ソテツ地獄とは・・・第一次大戦後の不況が砂糖だけで暮らしていた沖縄の人たちを貧困 
           におとしいれ、ソテツを食べたり海外や大阪などへの多くの出稼ぎ 
           を生んだ。とくに海外移民は７万人以上、全国の１０人に一人以上 
           が沖縄県民だった。本土への出稼ぎは１５万人以上だったが、「職工 
           求ム。但シ、朝鮮人ト琉球人オ断ワリ」といった差別が当時あたりま 
           えだった。 



 
（４）沖縄戦 
   →別紙進攻図を参照 
    

※だいたいの進攻の概要を説明 
※戦死者計２０万人 
 軍人       ６５０００人 
 沖縄県の軍人軍属 ２８０００人 
 戦闘参加者    ５５０００人 
 一般住民     ３９０００人 
米軍       １２６００人 

 
ひめゆりは軍属、集団自決の幼児も戦闘参加者？となっているのは戦没者援護法にむりやり 
該当させるため 
 
マラリヤや餓死による死者をいれると住民の死者はさらに２万人は増える 
 

   ※捨石作戦・・・・沖縄作戦は軍事的には大成功！？ 
   ※１９７２年沖縄返還 
 
   沖縄戦終了後 
   ８／６ 広島１４万人（５１年までに＋６万） 
   ８／９ 長崎 ７万人   の犠牲者 
  
   ３／１０ 東京大空襲 １０万人 
        比較 毎年の交通事故の死者 約１万人 
 
   2001 年度テロ事件による修学旅行キャンセルは全国で５１．３％ 
    県内では 
      川崎で８校中２校 
      横浜で２５校中３校 
      県央で１２校中１０校がキャンセル 
 


